
次の定例会は平成２９年１２月 １ 日（金）開会予定です。
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北
朝
鮮
の
行
為
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

採
択
な
ど
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
を
求
め

る
世
界
の
大
勢
に
逆
ら
う
も
の
で
あ
り
、
強

い
憤
り
を
も
っ
て
、
こ
の
暴
挙
を
糾
弾
し
、

抗
議
す
る
。
日
本
政
府
が
、「
対
話
否
定

論
」
に
固
執
す
る
こ
と
に
対
し
、
国
民
の
中

に
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。
政
府
は
態
度
を

改
め
、「
い
ま
こ
そ
対
話
に
踏
み
切
る
べ
き

だ
」
と
い
う
こ
と
を
米
国
政
府
に
説
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
道
こ
そ
が
、
憲
法
９

条
を
掲
げ
る
戦
争
被
爆
国
日
本
が
果
た
す
べ

き
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

政
府
は
、
関
係
国
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

国
際
社
会
が
一
致
し
て
、
北
朝
鮮
関
連
の
安

保
理
決
議
に
基
づ
く
制
裁
措
置
を
厳
格
か
つ

着
実
に
実
施
し
、
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
。
７
月
７
日
に
核
兵
器
禁
止

条
約
が
採
択
さ
れ
た
。
日
本
で
も
、
60
年
前
、

横
浜
の
三
ッ
沢
競
技
場
に
集
っ
た
５
万
人
の

青
年
を
前
に
、
核
兵
器
の
存
在
を
絶
対
悪
と

す
る
「
原
水
爆
禁
止
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
た
。

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実
現
に
向
け
、

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
責
任
を
果
た
す

よ
う
、
政
府
に
加
え
て
要
望
す
る
。

議　

決　

結　

果

○：賛成　 ×：反対　 △：退席　 議：議長（原則、採決には加わらず）
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子

沖
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あ
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し

朝鮮民主主義人民共和国の弾道ミサイル
発射及び核実験に抗議し、政府に対して
適切な対応を求める決議

北朝鮮による弾道ミサイル発射及び核実験に厳重に抗議するとともに、政
府に対し政治的・外交的努力を強めること、国民の安全確保のために情報
収集及び分析を一層強化し、正確な情報提供を行うことを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

食品衛生管理の国際標準化を求める意見
書

食品流通の多様化や国際化等を踏まえ、食品衛生管理の制度の見直しを進
め、食品の安全の確保を図るため、消費者を第一に考え、フードチェーン
全体で、衛生管理を「見える化」する取組を進めること等を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

小中学校におけるプログラミング教育必
修化に対して支援を求める意見書

２０２０年の必修化に伴い、政府に対し①早期にプログラミングの指導の概要
を明らかにすること、②自治体間の格差を是正し、円滑な指導を行うため
の財政措置を行うこと、③弾力的な人材配置を認めること等を求める。

○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

自衛隊日報隠蔽問題の徹底した真相究明
を求める意見書

自衛隊の日報隠蔽問題について、真相解明には程遠いのが実態である。稲
田元防衛相の辞任で幕引きを図ることは許されない。稲田元防衛相を始
め、当時の関係者の国会での証人喚問など、徹底した真相究明を求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ △ 原案可決

政府に核兵器禁止条約の批准を求める意
見書

核兵器禁止条約により、核兵器は非人道的かつ違法兵器としての烙印が押
されるものとなり、核兵器のない世界に向けて新たな一歩を踏み出した。
政府に対し、核兵器禁止条約の １ 日も早い批准を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ 原案可決

森友学園・加計学園問題の真相解明を再
び求める意見書

森友学園・加計学園問題は、次々と新しい事実が明らかになり、国民が納
得のいく説明がなされていない。関係者の国会招致などにより全容解明を
行い、責任の所在を明らかにし、政治不信を払拭することを求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ △ ○ ○ 原案可決

東京都知事は、新たに関東大震災朝鮮人犠牲
者への追悼の意を表して、人権尊重・平和・
友好を世界に発信することを求める意見書

歴代都知事が踏襲してきた追悼文の送付中止は排外主義の潮流に身を置く
と批判され、民族差別を背景とした朝鮮人虐殺・加害の歴史を風化しかね
ない。新たに関東大震災朝鮮人犠牲者への追悼の意を表することを求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 原案可決

公立保育園の建て替え、施設整備、運営
への補助を行うことを求める意見書

早急に待機児童を解消するためにも、公立保育園への財政的支援を増やす
ことが必要。よって、東京都に対し、公立保育園の増設、建て替えを始め
とした、施設整備費及び運営費の補助を行うことを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 原案可決

調布飛行場に関する意見書
調布飛行場墜落事故から ２ 年が経過した。①事故被害者への適切な補償に
速やかに取り組むこと、②万が一事故の場合、速やかに補償される新制度
を導入すること、③自家用機の使用自粛を継続すること等を都に求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

国民健康保険都道府県単位化に当たり、
保険料及び保険税を増額せず、被保険者
の立場に立った運用を求める意見書

公費負担は医療費と連動させる定率制を用い、国保会計に対する国庫負担
金の割合を昭和５９年水準の５０％まで段階的に引き上げ、法定外繰入れは従
来どおり市町村の裁量に任せること等を求める。

△ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

東京電力柏崎刈羽原子力発電所 ６ ・ ７ 号
機新規制基準適合性審査への抗議及び避
難者に対する支援継続を求める意見書

全国避難者情報システムの見直し、避難者の実態把握、住宅無償提供打切
りの見直し、家賃支援などの経済支援、東京電力柏崎刈羽原子力発電所運
転適格性容認の撤回等を政府、福島県及び東京都に対し、求める。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第４８号平成２９年度小金井市一般会計
補正予算（第 ２ 回）に対する付帯決議

市長に対し、①第二庁舎８０１会議室カーペット修繕の代替案の試行、②長机
と椅子は必要最低限を購入、椅子修繕は障がい者施設への協力を検討、③市
の備品や施設の現状を庁内で統括管理する仕組みの導入の検討等を求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

都市計画道路「小金井 ３ ・ ４ ・ １ 号線」
「小金井 ３ ・ ４ ・１１号線外」の計画につい
て見直しと誠意ある対応を求める意見書

東京都の小金井市に対する情報不伝達は遺憾だ。パブコメや陳情書で、計
画廃止及び見直しの声が出ている。計画推進を前提とせず、現地視察し、
見直しを含め道路の必要性を住民と話し合える場を設けることを求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市民サービスの充実に向け、（仮称）新福
祉会館の床面積の弾力的見直しを求める
決議

（仮称）新福祉会館に必要不可欠な機能や高齢者及び障がい者機能など市
民要望の多い機能を導入し、多くの市民が利用し得る施設となるよう、床
面積の上限とされている３,５００㎡を弾力的に見直すことを市長に求める。

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ 原案可決

小学校給食調理業務民間委託化予算に関
する取引問題に関する決議

平成２５年に稲葉前市長は、西岡都議に都議選を取引材料として学校給食民
間委託化予算に市議団が賛成するよう働きかけた。子どもの健康や成長に
直結する給食と都議選は全く関係ない。前市長の行為を厳しく批判する。

× × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 原案可決

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。
　　要旨原稿は提案議員が作成しています。 

共：日本共産党小金井市議団
緑：緑・市民自治こがねい
情：情報公開こがねい
明：小金井の明日をつくる会

自：自由民主党・信頼の小金井
民：小金井市議会民進党
会：こがねい市民会議
ネ：生活者ネットワーク

【会派略称】
公：小金井市議会公明党
お：小金井をおもしろくする会
改：改革連合

遺
族
会
が
発
足
し
て
お
り
、
近
年
中
に
日
本

に
対
し
て
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
る
動
き
が
で

て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
意
見
書
に
賛

成
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
反
日
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て

反
対
す
る
。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
及
び
核
実
験
に
抗
議
し
、
政
府

に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
求
め
る
決
議

反
対
討
論
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要
旨
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斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

こ
の
式
典
の
主
催
者
団
体
は
「
日
本
人
が

朝
鮮
人
６
千
余
名
を
虐
殺
し
た
」
と
主
張
し

て
い
る
が
、
当
時
関
東
に
居
住
し
て
い
た
朝

鮮
人
の
数
か
ら
見
て
も
事
実
に
反
し
て
い
る

と
言
え
る
。「
南
京
虐
殺
30
万
人
」「
慰
安
婦

強
制
連
行
20
万
人
」
と
同
種
の
反
日
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
で
あ
る
。
本
年
、
韓
国
内
で
犠
牲
者

東
京
都
知
事
は
、
新
た
に
関
東
大
震
災

朝
鮮
人
犠
牲
者
へ
の
追
悼
の
意
を
表
し

て
、
人
権
尊
重
・
平
和
・
友
好
を
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

賛
成
討
論
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旨
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板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

保
育
士
不
足
が
言
わ
れ
る
な
か
で
も
、
公

立
保
育
園
の
正
規
保
育
士
の
募
集
に
は
多
く

の
応
募
が
あ
る
。
し
か
し
、
待
機
児
童
が
増

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
立
保
育
園

は
減
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
、
公
立
保
育
園

の
建
て
替
え
や
施
設
整
備
費
、
運
営
費
へ
の

補
助
が
、
国
か
ら
も
都
か
ら
も
出
な
く
な
っ

た
こ
と
に
あ
る
。
補
助
が
出
る
よ
う
に
な
れ

ば
各
自
治
体
の
保
育
施
策
に
新
た
な
展
開
を

つ
く
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
深
刻
な
待
機
児
童
問
題
を
早
期
に
解
消

さ
せ
る
最
大
の
道
し
る
べ
と
な
る
。
よ
っ
て
、

賛
成
す
る
。

公
立
保
育
園
の
建
て
替
え
、

施
設
整
備
、
運
営
へ
の
補
助

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

地
域
新
聞
に
連
載
の
寄
稿
文
、
そ
の
他
掲

載
書
面
等
に
端
を
発
し
、
３
委
員
会
に
陳
情

が
提
出
さ
れ
た
。
陳
情
の
審
査
を
進
め
る
中
、

事
前
の
予
算
説
明
を
行
っ
た
企
画
財
政
部
長

に
対
し
、
当
時
の
民
主
党
市
議
団
か
ら
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
賛
成
で
き
な
い
」
と
言
っ

た
か
も
し
れ
な
い
と
の
発
言
が
あ
り
、
西
岡

市
長
か
ら
は
、
稲
葉
前
市
長
か
ら
何
度
か
電

話
が
あ
っ
た
こ
と
は
記
憶
し
て
い
る
、
民
主

党
市
議
団
に
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
こ
と
な
ど
が
陳
情
質
疑
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
本
決
議
に
こ
れ
ら
が
不
記
載
の
た
め
、

反
対
す
る
。

小
学
校
給
食
調
理
業
務
民
間
委
託
化
予
算

に
関
す
る
取
引
問
題
に
関
す
る
決
議
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